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季節楼 碍 虜 7 4 & L;

ちょっとした物でも､いざrlTうl刊こなろと､どれにし

ようかと随分辻うV)が人情てあT)ますDまして大金TLL(皮

じて購入する耕忘機であるから､なかなか決断かつかな

V,のは､1烈でありましよir)0

しかも耕宏機のよ')に構造のかなり蹴守Eなものは､そ

の性能を酌削こ見極めることは【朋仁だからなおさら関る

のであります｡

次に耕振機を選ぶ際に心得ておくべき点についてEilf-_

げると､何といっても最終的に判断､決定するJは､購

入者自身でありますから平素J)鑑識眼を養ってL･くJ)那

大巾.であります｡

A)型 式 と大 きさ

を決めるこ と

耕忘時を選ぶ場合には､先ずその判式や大きさ,i,決め

なければなりませんDそれには['1己の鍾常耐絆'､[了三業切
開､作業の健類､利用方法､土地条件､I,算等L(考える

必要があります｡

1) 経 営面 積､作 業期 間

例えば耕転すべき面椙がLIJ)I:r_か､またこれf_,lHJn間

で耕転しなければならなV,かによって耕正博Jl)(ききが

決ってきます.,次表に普通の水E-LiにJJける耕忘/lJ鎌足

作業J)L丈､̀川 舟｢安時間を発棚方等J)且;))別に,I-こします

発 動 持r 虎 .ui ,,)-r 要 約 問
喝 力 餅 転 排 起

っ l 時間 川 1 .日時間

3 3U-10 1.5-:i.り

1 2.0-30 1()-2.0

5 ]5-2･5 I ]･0-1･5

6 1 13-1.8 1 08-i3

(6)

'l+Jl.Lll仁､rt:,g=TJl｢F'には､両や TこF.tLĥJ)Lil/.'Uエビのため借賃

J)LtHミfI.いflJ)あることを増えておくLと安があ1)ます3

2)作 業 の種類

役帯や労力などの関係で､耕転借業だけを行えばよい

とにも利用したV,ときはけん引式のものが良く､また(t

抜きに依rrJするには車輪式のもので糾転軌や▲梱tの触隻
,I.'liや胸中絹などの防/)(矧呂7'J.lL,t三踊しているものてtJこけ]し
ぼなりません｡

兜fpWili枚 どでは任の 卜を通れるように小町 LT托仏に-/)

バーをlLi付けられるようTJ:ものが良く､成業Uilの場合は

附-:間中貰･1-頻繁に行かなけ]7,:ざtj:Lたいかレト世で手軽

に(afえろものが良い,

3)利 用方 式

個人で川和するか､共同で帥Iけ るか､あるいは貨桝

を行うかtJ:どFlj用方式によっても､耕定職の大きさや型

式が決まr)ます.共同flJ用などで耕地間の移動が多V'場

合は車輪式が陳†叶C;あr)ます0

4)土 地条 件

水出か畑か､ ･tl仁か二二毛(軸 なゝとの外に､ 卜箕､_L

0)LlliJさ､JJ(別人態なども排Li機のJU式を{決める卜.に,ヒ酸

であT)ますuylJえは湿田かかった判乍地鰐なしはクラン

ク式が良V,し､土が固い場合は ト戦機では額煙tJ.こ土が

みいのはも1)7Jんであります∪また憤斜地や段 一々打1-.

は､二人で持+)上:J=Lれ7Jよ･jTI.,JJtl).機ノ)ノjが鯉川であ

り､JJ(川J)陵の悪いlljiでは一''74.iJ/Jくの小変Tf/-Jl綿-ji:発動頼

{L,埠放した動転巨財l･艮V,ということになります.その他

段通の広さなども考赦する必安があります｡



5)予 算

ifRl守)Ji:7'I..つものは7･訂 ごありますOこれにはY･'f'52の(門

人冬作や､役預を手離すかどうかなどもからみ分ってき

ますし､また将火の維持'tulも考えておかねはなりませ

ん｡しかしくれぐれも｢安物買V,の鈍失なV,｣にならな

V,ように注意しなければなりません｡

B)銘柄 を決 め ること

1)審査に合格 した もの

農林省で行なう国営検査や､その他櫛威ある審帝に合

格したもの､或は奨励農機具に指定されたものなどは一

応実用に適しましょう｡

2)優良 な製作所 の もの

斯広Pt賢の優劣は戎^にはなかなか見分け難いから､し

っかりした官用の怠けるniLl炉所のものを選ぶのが安全で

あります｡また将来も引続きその部品を供給してくれる

ような永続性のある制作所で､しっかりした代二曙店を持

ってV,るものでなければ､故障の場合に修確に非'.;;:な時

間と雑用を要することになります｡

3)サー ビスの艮 い もの

これは伯段をまけてくれるとV,う意味だけではありま

せん｡購入筏のTfl:許 (アフターサ-ビス)の行き開く店

のものでないと､古那串の場合農繁期の安市な歌口問を休

むことになります｡なるべく近くに販売店や代瑠店があ

って故障のときには市ぐに技術者が修確に来てくれるこ

とが必須の条件とV,えまLJ=う｡

4)構 造 の 見 分 け 方

先ず外観を見て1l,2紫や僻接部その他布部の仕上げ状態

を調べましょう｡

これによって内部の程度も大体推定Ll',来るものであり

ます｡

次に構造の複雑なものは､概して故障が起りやすV'と

いえますO複雑にな･,たのは､使V,易さ､能率の点など

(7)

に考鰐を払ったためでありましょうが､釈樽が多くては

･ll'~しい即t-1:~敢命的であり､かつ修岬に接/(･B･'を繁します｡

作 軍t_-iJ-･う_Lに必痩な境小限度の構造に止めたものが安

食でありますoただレト利鞘では､軽最､賓価にするた

め額押な設計をしてV,るものがあるから注意しなければ

なりません｡例えば中軸えの伝導に､極く細いチェーン

を使 ったものは荷ぐに伸びてしまうし､歯草を使ったも

のでも縮中やケースノ亨の強度が充分でなV,ために故障を

起しやすV,ものです｡またウォーム鱒帝を使用している

ものは､材料やT作を吟味してない時.は磨耗が早くしか

も交換取付けに技術を零し､かつ終韓もかさむ患それが

あります｡

変速賛 同や操向饗筒は備えていた方が卜摘Eが高く操作

も不易でありますが､小7p-J鞘ではこれらを取付けるため

に設計 ｢二無坤をしているものもありますoまた徒退陣に

耕忘部の回転が自gt-b的に停止する装置を有するものは､

危害予防上好ましいが､中にはこの装帯の不7t:&仝なもの

があり､これは却って危険で､むしろ無V,方が艮V,ので

す｡

またけん引式糊転機の場合には､必要な作業機が全部

揃ってV,るかどうか､その着脱が容易かどうかを調べる

必要があります｡他の製作所の作業岡でも硬付けられな

V,とともないが､同一製作所のものが最も良く適合する

ことはV,うまでもありません｡

その他柵かV､ことであるが､潤滑油の最を見るための

オイルゲージ､または検抽窓などを備えてV,なV,ものは

京大な事故の原関となるから避けなければなりません｡

5)運転性能 は どうか

次に耕広磯を実際に作業させてみる必要があります｡

耕転隙は飾りものではありませんから､如何に外見が立

派でも実際の桁業が満足に出来なければ何にもなりませ

ん｡また土に関する農機具はどれでもそうですが､土の

条件によってその性能が全く連な結果になることがしぼ



しぼあります｡日 間一見に如かず､実際に日分の七地

で､自分の手で納得がゆくまで使ってみることが望まし

V,のであります｡この場合所望の耕孜が指られ､作業能

率､作業鰐皮が高く､かつ燃料消費丘が少なvlことが､

当然必要な条件であります｡その外に次のような点に注

意すると､要があります｡

先ず作菜時に発動機の回転の変動が大きV,ものや､回

転数が極度に低下す るよ うなものは避けねはなりませ

ん｡

また摂動や音響の大きV,ものは､長時間稚転すると操

縦者が疲労するばかりでなく､故障を起しやすいから避

けた方がよく､ 機体の安定が不良なものも作課の仕上

りが不良となり､かつ疲労が多く危険であります｡

更にクラッチレバーやJ'変速レパ-などの操ffI榊難なも

の､徳行や固行に多くの労力を安するものも避けなけれ

ばなりません｡

試運転を終ったならば､市ちにプーリー､クラッチ､

変速節嘩精､勅拓也その他の軸受などの発熱状態を調

べ､手で触われなV,ようなものは勿論イて良品でありま

す.その他各締付部のゆるみや､異JiP.･な箇所の有無を調

べることも必要であります｡

6)沖縄 に導 入され ている銘柄

最律に沖孤では奨励機隈をまだ指定してV,ないが､現

在日本内地から輸入され､各地に普及されつつある銘柄

と代現店名を参考のために挙 げますと次の通りであり

ます｡

(イ)クボタ式動力耕転絡･･-･堀Jllr勘方(那斬)

(p)ヰセキ式動力耕転敵････.琉球LE-雌 ())f'順J')

(-)富士式動力耕転職････.･大潮名機践商ttJl･(大謝Jfl)

(ニ)サ ト-式動力耕左勝･･･-琉金商事 (那薪)

(ホ)竹下式動力耕転機I.-二宮商会 (那蹄)

(へ)協和式動力耕広軌 ･･沖牝ディーゼルエンジン商会

(那薪) (泉 裕己)

(8)

(4ページのつづき)

Jだ苛がありましょう.

3.土 じょうの性 質に よる流 亡

一般に土壌は軽くて細かV,ものほど流亡しやすいこと

はV,うまでもありません.琉球7)土確ではジャーガル土

確が最も細かく､次に島尻マージ､カニクの順となって

V,ます｡どの土壌か流れやすV,か申し上げるまでもなvl

と思います｡それで洗亡を少くするには土壌杓子の大き

さを客土によって程よくすることが大切でありますO

次に腐植質を含む割合によって土壌流出の多少がきま

るというのは腐植の多い所では根の伸びがよく土壌をし

っかりと掴えているからであります｡琉球の土壌は本土

の土壌に戟べて隔牌質が2分のlから3分の 1程度しか

含まれていなV,ので､特に流LV,しやすいことになりますo

そこで107-ル､当り2000kg程度はHr-;肥や緑肥を入れて

贋植質を増すように心掛けることが大切でありますO

次÷こ土壌の深さが深ければ深い程土壌の流亡は多V,ち

のです｡従って､耕土の深い所や探耕した場合は有キ質

を十分に入れて土壌をしっかり掴えさしておくことが大

切です｡

4.畑表 面 の状態 に よる流亡

畑素面に件物が植えられているか､又は敷わらやその

他の被覆物があるか､あるいは全く裸の灯｢C=あるかによ

って十環流,LHの多少が決まる訳でありますO-ワイでは

パイン栽培にマルチ/グベーパ-を使 ってTl.派な成紺を

上げてV,ますが､これ捻病'.Tf虫の5M=.防除､土壌温度､

湿旺の調節､雑草防｣ヒ′亨のよい条件を与えることになり

ますが､班に卜確の流亡を防ぐ大きな役Flを果たしてV,

る訳であります｡

以上V,ろいろ述べてきたが､土壌を保護するというこ

とは田や上mまかりでなく､森林､原野､宅地とV,う立地

条件によってもZcの保護方法は異なってRます｡

il:は日分で対策が出来るもの､部落協同してすべきも

の､あるいは市町村､政府と図って刈策すべきものを明

らかにして､Rごろから土壌流出防止に努めることが琉

球農業折嘩上､最も大切な事だとV,わねばなりませんo

(比井 借吉 )


